
 平成３０年度 岩手県立盛岡商業高等学校経営計画 
校長  猿 川 泰 司            

１
現
状
把
握
及
び
将
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(1) 学 校

に対する

ニーズ 

対    象 

生徒 保護者 地域 他（進路先） 

・興味深くわかりや

すい授業 

・部活動の活性化と

楽しい学校行事 

・進路目標の確立と

達成 

・誰もが安全・安心

で楽しく充実した

生活 

・わかる授業と確か

な学力の定着・向

上 

・基本的生活習慣の

確立と部活動の活

性化 

・きめ細かい指導と

情報提供による進

路目標の実現 

・部活動の活躍 

・挨拶や地域行事へ

の参加による地域

活性化への貢献 

・開かれた学校 

・地域創生に寄与で

きる人材の育成 

・盛商ならではの「士

魂商才」を身につけ

た優秀な人材の輩出 

・時代の変化に対応で

きる市場開拓型人材

の育成 

(2) 学 校

に影響を

与える変

化 

・現行学習指導要領の完全実施に伴う観点別評価の本格実施 

・高校・大学・高大接続の三位一体改革と新学習指導要領への対応 

・高度情報化社会とグローバル化、少子高齢化、地域創生に対応できる人材需要の増加 

・ＡＩ等高度技術の急激な進展により変化する経済社会・雇用情勢 

・東日本大震災津波からの復興 

・スマホ、ＳＮＳ等の普及とそれに伴う問題点の増加  

・複雑化、不透明さを増す国際社会情勢  ・教職員の多忙化と働き方改革への対応 

(3) パ ー

トナーと

の関係 

パートナー 

ＰＴＡ並びに同窓会 教育委員会 他（関係機関） 

・ＰＴＡ、同窓会ともに協力的

である。 

・保護者による学校行事・ＰＴ

Ａ行事への積極的参加を求

めるとともに保護者・同窓

会に対して情報発信の頻度

向上に努め、役割分担を明

確にすることで一層連携を

深める。 

・「岩手県民計画アクション

プラン」「いわての復興教

育」等をふまえた校内目標

に取り組み、中高連携を図

りながら目標達成を図る。 

・継続して情報共有を図りな

がら、教職員・予算の適正

な配置と積極的な支援を希

望する。 

・県、市、商工会議所や

職業安定所をはじめと

する諸機関、団体、企

業等と連携を密にし、

情報の共有・相互交流

を更に推進する。 

・全国高等学校商業教育

協会等の全国組織とも

一層の連携を図る。 

2 目指す

学校像 

～校是「士魂商才」を軸とし、「温故創新」の気概を持つ人材を育てる学校づくり～ 

１ 校訓  「至誠 協同 自立」 

２ 教育目標 

（１） 知・徳・体の調和がとれ、高い志をもって生涯にわたり学び続ける意欲を育てる。 

（２） 克己とフェアプレイを重んじ、他者を思いやる徳性と行動力を持つ人間を育てる。 

（３）人と人とをつなぎ、人に喜ばれる新しい価値を創造する意欲と態度を育くむ。 

（４）商業に関する高い専門性・マネジメント能力を有し、社会で活躍できる人材を育てる。 

（５）感謝の心を持って、自己及び社会の課題解決に向け常に挑戦し続ける人間を育てる。 

３ 目指す学校像 

（１）安全・安心の下、生徒が明るく、使命感と目標を持って、共に学び合う学校 

（２）輝かしい伝統と礼節を重んじつつ、進取の精神で、新時代の創造に貢献する学校 

（３）幅広い教養と高度で質の高い専門教育を施し、進路目標達成に最大限努力する学校 

（４）地域の魅力を理解し、誇りと自信をもって発信できる人材を育成する学校 

（５）学校生活に満足しつつも、生徒・教職員が「チーム盛商」として更に高め合う学校 

４ 目標達成のための方途 

（１）「わかる・力がつく・魅力がある授業」を合言葉に、目標達成型の授業を進める。 

（２）ＰＤＣＡサイクルを活用し、課題解決能力とコミュニケーション能力の向上を図る。 

（３）商業倫理を究め「士魂商才」を体現できる文武両道の生徒指導の充実を図る。 

（４）生徒の志を育むため、計画的にキャリア教育を展開し、早期の進路実現を図る。 

（５）県民から信頼される学校として、危機管理とコンプライアンスの徹底を図る。 



3 今後の

取組方針 

５ 本年度重点目標 

（１）学習指導の充実 

 ① 各科目とも観点別評価を活用し、「基礎的・基本的な知識・技能」「課題解決のため

の思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の育成を目指す。 

 ② 「主体的・対話的で深い学び」の研究をすすめ、「課題解決に向け協働する力」「自

分の考えを表現する力」「論理的で創造的な思考力」の育成を図る。 

 ③ 年間計画と目標に基づき、授業と家庭学習が連動するような指導を工夫し、家庭学習

習慣の定着につなげる。 

 ④ 専門教科並びに英語の取得資格目標を自ら設定させ、上位級に積極的に挑戦させる。 

 ⑤ 国数英の主要三科目の基礎・基本の定着を図り、平成３１年度基礎力確認調査（２学

年）での目標正答率を、国語５５％、数学５５％、英語５５％とする。（県平均の１

０５％） 

 ⑥ 授業公開や互見授業の実施参加率を１００％とし、個々の授業力向上を図る。 

 ⑦ 専門教科における高大連携授業を進め、さらなる専門性と向学心を養う。 

 ⑧ 盛商マート、楽天IT学校などを活用し、実践的なビジネス教育を継続して展開する。 

 ⑨ ＮＩＥ（新聞学習）に取り組み、社会的課題についての問題解決学習に資する。 

（２）生徒指導の充実 

  ① 基本的生活習慣の確立・人権尊重精神の醸成  

  ア 欠席率・遅刻率ともに１％以内を目標とする。 

  イ ＧＡＣＴ（Ｇ：Greeting「挨拶」Ａ：Appearance「整容・マナー指導」 

Ｃ：Cleaning「清掃」Ｔ：Time「時間管理」）の徹底により社会性の育成を図る。 

  ウ ネット、SNS等の規範意識を高め、「いじめ」「盗難」等の問題行動ゼロを期す。 

エ 「食育」を推進し、「食の自立」に向けた指導を推進する。 

オ 男女混合名簿の使用により、男女共同参画社会における男女平等・人権尊重精神の

醸成を図る。 

  ② 部活動・対外活動の活発化 

  ア 部活動は全員参加とし、運動部・文化部ともに県大会上位進出、全国大会を目指す。 

  イ 学校行事での生徒の活躍の場を増やし、生徒会活動・委員会活動を活性化する。 

ウ 盛岡さんさ踊り等への積極的参加によって、地域文化理解と自己有用感を育てる。 

 ③ 生徒理解と相談支援の強化 

  ア 特別な支援が必要な生徒を把握し、心身の健康管理と、相談態勢の確立に努める。 

  イ 生徒個々に対し教育相談の充実と共に共通理解を図り、不登校生徒ゼロを目指す。 

  ウ  学校評価で「高校生活に満足している」とする生徒の割合が８５％以上となること

を目標とする。（H29:84.1％） 

 ④ 「復興教育」「防災教育」等への取り組み 

ア 「復興交流支援活動」：沿岸部地域との生徒会や部活動を中心に交流を進める。 

イ 防災・減災学習の機会を設定し、ESD（持続発展教育）と併せ、課題解決型学習の推

進を図る。 

ウ １学年「総合的な学習の時間」を通じて岩手及び盛岡の観光産業の振興について学

び、将来の地域担い手人材の育成に資する。 

（３）進路指導の充実 

① 「職業倫理」と将来の自己実現の「志」を育み、個々の進路目標を早期に確立させる。 

② 進路目標達成率を進学、就職ともに１００％を継続させ、早期達成に取り組む。 

③ 県内企業訪問やインターンシップの実施を通して、県内の企業を知るとともに勤労

観・職業観の育成を図る。 

④ 職業講話・進路ガイダンスの充実と適時適切な情報発信による職業観の啓発を行う。 

⑤ 高大連携、朝学習や課外、総合的な学習の時間や資格取得のための取り組みを継続し

て強化するとともに、作文小論文指導・面接指導・添削指導等個別指導の充実を図る。 

⑥ 地域・企業と協働した「キャリア教育」を更に推進し、あらゆる場面で、コミュニケ

ーション能力・協調性・課題解決力・忍耐力等の社会人としての基礎力を養う。 

（４）保護者・地域との連携 

① ＰＴＡ・同窓会と学校経営計画を共有し、総会参加率を高め、協働して教育目標実現

にあたる。 

② 保護者との面談・相談や三者面談を通して情報を共有し、生徒の指導や支援を細やか

にするための連携を図る。 

③ 学校評議員会や地域・保護者からの要望や課題に迅速に対応する。 

④ 地域の行事等への積極的な参加と「盛商マート」の開催により、相互理解と交流を深

める。 



 

（５）開かれた学校づくりの推進 

① 学校ホームページの迅速適切な更新や『盛商新聞』・メール配信システム『楽メ』・

各部門の『たより』等による情報発信をより強化する。 

② 体験入学や高校説明会、公開授業、中学校ＰＴＡ来校の機会を捉え、中学生・保護者

及び中学校の本校理解を促す。 

③ 学校評価結果を公表するとともに教職員全員による課題の共有・改善に取り組む。 

④ 行政や商工会議所、企業と連携し、地域の人材と教育力の活用を積極的に図る。 


